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奄美群島から，地域における血液供給拠点が撤退した結果，何が変わったか・第 3

報
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2018年奄美大島にあった血液備蓄所が撤退し，血液需給に悪影響を及ぼしたことを 2019年，2020年に本学会で報
告した．報告以後の 4つの事象の検証を行った．1．喜界島血液緊急融通を構築し，血液到着所要時間を最大 12時間
短縮できることが確認された．2．「鹿児島県内離島における緊急時の血液搬送体制」を検証したが，天候，条件，運
用の観点から現実的な利用が困難であることが確認された．3．台風時航空機運航・欠航情報のリアルタイム情報共
有システムを構築し，運航状況を予測した血液製剤の発注が可能となった．4．奄美大島緊急時供血者登録制度によ
る供血者登録を献血バス来島時の年 1回から 2回に増やした．また，島内すべての医療機関に輸血医療に対するアン
ケート調査を実施した結果，奄美大島の医療機関は備蓄所設置を渇望していることが明らかになった．離島の血液需
給の困難は解決できず，内地との格差が現存している．
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はじめに
奄美群島は，鹿児島本土から沖縄まで，南北約 600
kmの海洋上に位置する 8つの島々で，奄美大島，加計
呂麻島，請島，与路島，喜界島，徳之島，沖永良部島，
与論島の有人離島から構成される．奄美大島に位置す
る鹿児島県立大島病院（以下，当院）は，ドクターヘ
リを運航する救命救急センターが附設される約 300床
の地域中核病院で，輸血製剤は鹿児島本土から航空機
によって搬送されている．もとより離島故の輸血供給
体制に困難を抱えていたが，2018年 4月 1日より，奄
美大島にあった「地域における血液供給拠点」いわゆ
る血液備蓄所が廃止された．その結果，奄美大島の血
液需給に影響を及ぼしたことを，2019年・2020年に本
学会で報告した１）２）．血液供給拠点撤退によってもたら
された困難を最小化するため，4つの奄美大島・群島の
輸血医療の事象を対象に検証，検討をおこなったので
報告する．また，離島における輸血医療の現状と要望
についてのアンケート結果を報告する．

対象と方法
以下の 4つの奄美大島・群島の輸血医療の事象を対
象とした．

A．喜界島血液緊急融通構築の検証，B．「鹿児島県
内離島における緊急時の血液搬送体制」の検証，C．航
空会社の協力による航空機運航・欠航情報のリアルタ
イム情報共有システムの構築，D．奄美大島緊急時供血
者登録制度の強化．
A：喜界島血液緊急融通は，タクシー，フェリー，ATR

（Active Transport Refrigerator：血液搬送冷蔵庫）を
用い，離島（奄美大島）から離島（喜界島）へ血液緊
急融通をする体制の構築である．構築における，血液
搬送所要時間を調査した．詳細については共著者が別
著に記載した３）．B～Dについては，その経過を検証し
た．
また，奄美本島すべての医療機関に郵送でアンケー
ト調査を実施した．調査項目は以下の 5項目とした．
1．輸血の施行状況，2．輸血の頻度と患者搬送状況，
3．今後の輸血供給体制の希望状況，4．鹿児島―奄美
間を運航するもう一つの航空会社に対する，緊急時血
液製剤搬送の要望の有無，5．「緊急時供血者登録制度」
に賛同した供血者リスト名簿整備のための日赤献血デー
タ（個人情報）の開示希望の有無，とした．調査項目
4・5については，要望に至る経緯について関係者から
聞き取り調査をした．

1）鹿児島県立大島病院中央検査部
2）鹿児島県立大島病院看護部
3）鹿児島県立大島病院麻酔科
〔受付日：2022年 10月 13日，受理日：2023年 1月 18日〕
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図 1 喜界島と奄美大島，鹿児島本土の位置関係 6）

東京都と京都府の間の距離と鹿児島県と奄美大島の間の距離はほぼ同じである．奄美
大島と喜界島との距離は約 20kmである．★は鹿児島県立大島病院所在地を示す．

20km

図 2　喜界島における血液発注から血液到着までの所要時
間
点線のグラフ：鹿児島からの定期便 2便のみを用いた場
合の血液到着所要時間
実線のグラフ：鹿児島からの定期便 2便に加え，奄美発
フェリーを用いた場合の血液到着所要時間
両矢印（11 時から 18 時台）：この時間帯に緊急輸血が必
要になった場合，奄美発フェリーを用いることにより最
大約 12 時間の血液到着所要時間短縮が可能となった．
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結 果
A．喜界島血液緊急融通構築の検証
喜界島は鹿児島から 380km南に位置し，奄美大島か

らは約 20kmの沖合にある離島である（図 1）．今まで
の鹿児島発航空機 2便に加え，奄美大島からのフェリー
を利用する緊急融通の構築により，11時から 18時台の
時間帯に必要になった緊急輸血に対し，到着所要時間
最大約 12時間の短縮が可能となった（図 2）．幸いにし
て，構築後，現在に至る 2年間，喜界島血液融通は発
動されていない．
B．「鹿児島県内離島における緊急時の血液搬送体制」

の検証
当院は A型：O型：B型：AB型の 2単位赤血球製
剤の院内在庫を 8：10：4：3本持ち，日中，夜間の緊
急事態に備えている．「台風 6号の影響により，2021
年 7月 20日は全便欠航になる」と情報を前日に得たが，
この時点での当院の院内在庫充足率は 56%であった．
血液最終搬送 24時間後には院内在庫充足率が 20%にな
り，かつ輸血必要数が継続していることから院内在庫
枯渇の可能性が予見された（図 3）．「鹿児島県内離島に
おける緊急時の血液搬送体制」（図 4４））に従い，血液セン
ターに相談後，緊急搬送要請を院内で決定した．要請
段階で，防災ヘリが荒天により飛行不可能と分かり，
さらに，海上保安庁（船舶）による対応も不可能と分
かった．そのため自衛隊による搬送を検討した．奄美
大島は沖縄県の管轄となるため，陸上自衛隊沖縄駐屯
基地に要請することになった．しかし，結果的には最
終要請直前に要請を断念した．「条件付き運航として 1
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図 3　2021 年台風 6号時における赤血球製剤院内在庫本数の推移
A：7月 19 日最終便および翌日便で院内血液在庫を補充する予定だったが叶わず，7
月 19 日 14：40 発が最後の便になり院内血液充足率は 56%まで低下した．
B：7月 20 日に合計 8Pの要請があり，血液最終到着 24 時間後には院内血液充足率
は 20%まで低下した．
C：慢性患者の輸血延期検討（3P）や 7月 21 日運航した他の航空会社において緊急的・
例外的に手荷物として血液搬送する方法を用いて充足率は 52%まで回復した．
両矢印：大型で強い台風 6号の影響により 7月 19 日の最終便から 7月 21 日最終便ま
で，血液搬送にかかわる航空機はほぼ全便欠航し，院内在庫血の確保に苦慮した．
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便のみ航空機が運航される可能性が示唆されたこと」，
「一部患者の輸血を延期する調整を図ったこと」，「鹿児
島県の問題を解決するために沖縄県の自衛隊に出動要
請することになり，これを院長が再考したこと」が理
由であった．その後，仮に緊急搬送要請を行ったとし
ても風速が運航規定を上回るため，自衛隊機の飛行は
不可能であることが判明した．「鹿児島県内離島におけ
る緊急時の血液搬送体制」自体が荒天時には無力とな
る可能性が示唆された．今回の検証で，1．民間航空機
が飛べない気象条件では，防災ヘリや自衛隊機の飛行
もほぼ不能であること，2．緊急時の血液搬送体制につ
いて関係機関の把握が不十分で，要請のプロセスに時
間がかかったこと，3．血液到着までに早くても 5時間
程度必要であること，4．生死に関わる緊急時には使用
できない（院内血の方が早い）ことが明らかになった．
C．航空会社の協力による航空機運航・欠航情報のリ

アルタイム情報共有システムの構築
2021年 7月に発生した大型で強い台風 6号（図 5５））
は，大きく迂回・停滞し，進路予測が困難だったため，
我々の予想に反し最終便での製剤確保が出来ず，院内
在庫血は危機的な状況に近づいた．
このような状況を今後回避するために，奄美大島へ
の輸血搬送を担っている日本エアコミューター（株）空
港部および同社奄美営業所に対して航空機運航・欠航

情報の提供をお願いした．同社の協力により，社内の
台風対策会議後，当院にも航空機の運航予測情報をメー
ルでいち早く提供していただくシステムが構築できた．
2021年台風 14号においては 16通，16号は 2通，18
号は 4通の情報を得ることができた．これにより運航
状況を予測した血液製剤の発注が可能となった．
D．奄美大島緊急時供血者登録制度の強化
当院では，血液製剤の院内在庫を置き，輸血医療に
対応しているが，危機的出血を伴い鹿児島日赤から血
液搬送が間に合わない際に院内血輸血（生血）を実施
している．当院の院内血輸血は「奄美大島地区緊急時
供血者登録制度」の名簿に記載された島民の献血ボラ
ンティアの協力により成り立っている．奄美大島地区
緊急時供血者登録制度規約に基づき，奄美大島に献血
バスが来島する 10月と 2月のうち，10月献血時のみ緊
急時供血者登録が行われていた．制度の認知と供血者
安定確保のため，2020年 5月に開催された「令和 2
年度奄美大島地区緊急時供血者登録制度連絡協議会（書
面開催）」において，献血者に対する登録受付回数の増
加が提案され，翌年の協議会で決定された．この決定
により奄美大島に献血バスが来島する 10月と 2月献血
の際にも，登録を行うこととなった．緊急時供血者登
録を年 2回に増やすことにより新規登録者の減少が下
げ止まった（図 6）．
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図 4　「奄美大島における緊急時の血液搬送体制」
昼間と夜間とで緊急時の血液搬送体制は異なるが，荒天時においてはいずれの場合においても「緊急
時の血液搬送体制」そのものがほぼ無力となることが示唆された．（参考文献 4の「鹿児島県内離島
における緊急時の血液搬送体制」（2019 年 11 月確認）から海上自衛隊鹿屋基地の運用体制の変更に
伴い 2021 年に改訂されたものを許可を得て改変）

奄美大島医療機関の輸血医療に対するアンケート
調査項目 1～4についての結果を図 7に示す．
項目 4については，要望に至る経緯について関係者
から聞き取り調査をした．鹿児島空港―奄美空港間は
2社の航空会社が運航している．大型で強い台風 6号の
影響により 7月 19日の最終便から 7月 21日最終便ま
で，A社はほぼ全便欠航した．7月 20日 10：25発の
1便は運航することとなったが，条件付き運航で福岡着
陸の可能性があり血液センターは奄美への血液搬送を
断念した．（結果として，航空機は奄美に到着した．）
その後，鹿児島―奄美間を運航するもう 1社は 7月 21
日に運航するとの情報を得たため，B社に血液搬送を要
請したものの，B社は荷物の搬送を受託していないこと
が判明した．そのため，B社に搭乗する医療従事者を探
し出し，その乗客に手荷物という形で血液製剤を搬送
してもらい，院内在庫を確保した．以上が項目 4の聞
き取りに至る経緯であった．上記から，鹿児島―奄美
間を運航するもう一つの航空会社への緊急時の血液製
剤搬送要望への有無について調査した．
項目 5についても，要望に至る経緯について関係者

から聞き取り調査をした．緊急時供血者登録制度は，

患者救命のための緊急避難的な方法であるが，感染症
のリスクについて懸念されている．そのため，令和 2
年度奄美大島地区緊急時供血者登録制度協議会に，当
院より「情報開示に同意を得た登録者の感染症情報を
献血時の最新情報に更新することは出来ないか」と要
望があったため，他の医療機関についても要望がある
かアンケートを実施した．

考 察
A．喜界島血液緊急融通構築の検証
航空機運航に加えて，フェリーという搬送方法を付
加することにより，離島がさらに困っている離島を援
助する「離島間血液製剤緊急融通」の制度は，離島に
おける輸血医療の向上に貢献出来ると考える．2022
年 5月から長崎県五島列島では約 20kmの海上をドロー
ンによる医療用医薬品配送が開始されており，今後は
公共交通機関以外の搬送方法も検討していく必要があ
る．
B．「鹿児島県内離島における緊急時の血液搬送体制」

の検証
緊急時の血液供給体制とされていた方策は，天候・
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図 5 2021 年台風 6号経路図
進路予測が困難で，途中進路を西に大きく迂回し停滞したため，奄美大島における航空機離発着およ
び輸血供給体制・診療体制に多大な影響を与えた．

図 6 奄美大島地区緊急時供血者登録制度新規登録者数年
次推移
年 1回だった登録を 2回に増やすことにより，新規登録
者の減少が下げ止まった．
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条件・運用の観点から現実的な利用が困難な場合が多
いと思われた．今回使用を検討した緊急時の血液搬送
体制は，海上自衛隊鹿屋基地の運用体制の変更に伴い
2021年に改訂されたものである．鹿児島県合同輸血療
法委員会の報告にもあるように，実際に機能する緊急
時血液搬送体制の再検討が必要である４）．また，完全に
空路，海路が遮断されることを念頭に，より安全で迅
速な院内血（生血）の供給も模索していく必要がある．
このことは，他の離島においても同様であると考えら
れる．

C．航空会社の協力による航空機運航・欠航情報のリ
アルタイム情報共有システムの構築
奄美大島から血液備蓄所が撤退したことで，院内在
庫の確保と廃棄血の削減に現場はいつも苦慮している．
今回の情報共有システムの構築は，台風の影響を受け
やすい離島が荒天時の不測事態に至る場合において，
院内在庫の安定確保につながるものと考える．
D．奄美大島緊急時供血者登録制度の強化
離島における院内血輸血は，現在も必要に迫られ行
われている．本制度は，賛同し善意で名簿登録された
供血者により成立している．
新規登録者による安定的な院内血供血者の確保とと
もに，日赤の協力により更に同意を得た供血者に限り
献血時の感染症データと照合することができるように
なれば，より安全な院内血供給の体制が構築できるも
のと考える．
奄美大島医療機関の輸血医療に対するアンケート
離島の血液需給の困難は，血液センター所在地やそ
の地域周辺とは根本的に異なっている．予期せぬ大量
出血・外傷に対して，東京―京都と同距離の血液搬送
時間を踏まえて，院内血液製剤数の発注調整をする救
命救急センターは，当院の他本邦にはない．今回，奄
美大島への血液備蓄所設置を地域における全ての輸血
医療機関が望んでいることが明らかになった．
血液製剤を医療機関まで安定供給することは「医薬
品の製造管理及び品質管理の基準」（Good Manufactur-
ing Practice）の観点から製造販売業者の責務である．
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図 7 奄美大島医療機関の輸血医療に対する意識調査
1．輸血の施行状況
2．輸血の頻度と患者搬送状況
3．今後の輸血供給体制の希望状況
4．鹿児島―奄美間を運航するもう一つの航空会社に対する，緊急時血液製剤搬送の要望の有無
5．供血者リスト名簿整備のための日赤献血データ（個人情報）の開示希望の有無
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少なくとも県庁所在地では，公共交通機関の運行状況
や天候に左右されない血液製剤の安定供給が達成され
ており，救急医療を担う離島やへき地の医療機関も安
定した血液製剤供給体制を求めている．院内血輸血を
せざるを得ない医療機関は血液製剤の時間的安定供給
がなされていない証左の地域であり，何らかの対応が
必要である．安定供給達成までの暫定処置として ATR
を活用した Blood Rotationに類する運用は小笠原村診
療所の様に，血液製剤使用頻度の低い小規模医療機関
に対しては有効であろう７）．国レベルにおいても，備蓄
医療機関制度廃止に伴って生じた血液供給体制の悪化
を，新たな制度立案で解消されることが望まれる．血
液供給に時間を要する離島，へき地に限って，血液融
通が緊急時のみでなく平時にも可能な運用となれば，
時間的安定供給格差は縮小し，かつ地域の血液有効利
用にも資するであろう．離島，へき地における安定し
た血液供給が行われるためにも，日赤を中心として国・
県・市町村などの関係機関が尽力することを期待して
いる．奄美大島の医療機関は備蓄所設置を渇望してい
る．

結 語
医療機関および陸海空の血液搬送にかかわる方々の
協力を以ってしても，離島の血液需給の困難は解決で
きず，内地との格差が現存している．
著者の COI開示：本論文発表内容に関連して特に申告なし
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喜界島血液緊急融通のバリデーションに至るまでの構築は，厚

生労働省から委託され行った，令和 2年度血液製剤使用適正化方

策事業の「鹿児島県に存在する様々な規模の離島における安心・

安全で適正に血液製剤を使用する方策に関する研究―離島での血

液製剤使用実態調査（緊急時院内採血による warm fresh whole

blood使用を含む）及び血液搬送装置 ATRを使用した離島間の

緊急血液融通のバリデーション―」により費用を得て施行した 4）．
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